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グソー活動を行う授業 3)のため，3 人 1 組のグループで授業を展開する点である。1 クラスの生
徒数によっては，そのグループを構成できない生徒が必ず存在する。グループを構成出来なかっ


















て，3 人ではなく 2 人（ペア）で実施する点である。  
 本実践はコンピュータ室で行い，コンピュータ（以下，PC とする）にラダー図と呼ばれる回
路図を入力し，学習内容に関する問（以下，学習課題  とする）を解決する展開とした。コンピュー
タ室は，図 1 に示すように 1 列 10 台の PC が設置されており，それが 4 列ある状況である。  
 
 
図 1 コンピュータ室の構成 
 
 本実践における学習活動の流れは，以下のとおりとした。  
①学習内容に関する問（以下，学習課題  とする）の説明を行い，図 1 において生徒 01 と生
徒 02 のように，左右に座っている生徒同士で 2 人 1 組のペアを構成させた。  
②席の 1 列目・3 列目のペアは学習資料 1（自己保持回路に関する内容）について，2 列目・
4 列目のペアは学習資料 2（インターロック回路に関する内容）について，各ペアで議論さ




に関する内容）の解を導く活動（以下，ペア-ジグソー活動  とする）に取り組ませた。 
④ペア-ジグソー活動において解を導いたら，クラス内で発表し，以下のペアの生徒らの答え
について検討する活動に取り組ませた（以下，ペア-クロストーク活動  とする）。 
 この流れの学習形態と活動イメージについて図 2 に示す。本実践における対象生徒，科目など
は以下のとおりである。  
 
・対 象 校：Ｍ県立Ａ工業高等学校  
・対 象 生 徒：電子系学科 3 年 36 名 
・日   時：平成 28 年 11 月 
・科 目 名：電子情報技術  
・単 元 内 容：コンピュータ制御  
・授業実践者：日髙 義浩 
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図 2 本実践の学習形態と授業の流れ 
 なお，生徒らは 1 単位時間，教室におけるいわゆる座学において，教員からの説明による授業
を受け自己保持回路，インターロック回路の学習を行っている。しかし，実際に回路を組んでそ
れを動作させるのは，本実践が初めてである。本実践における学習指導略案を図 3 に示す。さら
に，ペア-エキスパート活動で使用した自己保持回路に関する学習資料 1 の一部を図 4，インター
ロック回路に関する学習資料 2 の一部を図 5 に，ペア-ジグソー活動で使用した自己保持回路と
インターロック回路の組み合わせ回路に関する学習資料 3 の一部を図 6 に示す。
なお，本実践においては，著者の 1 人である日髙らが設計・開発した図 7 に示すラダー図学習
用ソフト ELFI5)を用いた。  
図 3 本実践時の学習指導略案 
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 図 4 自己保持回路に関する授業資料 1 図 5 インターロック回路に関する授業資料 2 
図 6 ジグソー活動で使用した学習資料 3 図 7 ELFI 
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 2.2 調査方法と分析方法 
























“いつもより悪い”について，前者より 3 から 1 の評価得点を順次割り当てた。その平均値は
2.58（S.D.:0.49）であった。回答者数の割合を図 9 に示す。このことから，積極的な学びを促す
ことに繋がったと考えられる。  
 次に，自己保持回路およびインターロック回路についての自己理解に関する問 2，問 3 の分析
結果を図 10，図 11 に示す。両図より，“かなり理解できた”・“理解できた”生徒が自己保持回路







 最後の質問項目である問 5 の授業で気づいたことについて，前述した茶筅を用いて形態素解析
にて分析した。分析の際，カテゴリ化において適切とされている単語を用いた 8)。なお，分析に
おいて，工業高校での勤務経験 10 年以上の教員 2 名で単語の統一 9)を行った。統一後，質問紙調
査に記入された結果を電子テキスト化して分析を行った。分析した結果，61 の単語が 150 個抽




   















1 できる  10.0% 4 難しい 6.7% 
2 回路 8.7% 5 級友 6.0% 
3 理解 8.0% 6 思う 4.7% 
 
 



















































が実施された。授業研究会に参加した教員らは，工業科に従事する教諭 12 名（機械系教諭 4 名，
電気系教諭 3 名，情報系教諭 5 名）である。 
 授業参観時において，参考になる点については青色，気になる点については黄色の付箋紙に記
入を依頼した。その付箋紙を元に，前述の学習指導略案に従い，導入，展開 1，展開 2，展開 3，
まとめの流れにおいて，参考になる点，気になる点に分けて意見を出し合った。授業研究会にお







   


































専門学校等でも使用されている Arduino を用い，GUI 環境でラダー図を描き，それを Arduino
上で動作するプログラムに変換し，それに書き込みを行うソフトウェアを開発した。  
6）茶筅 URL：http://chasen-legacy.osdn.jp/（最終アクセス：2018/1/6） 






統一した単語 生徒が記載した語句 統一した単語 生徒が記載した語句 


















思う 思って，思った，思い 覚える 覚え，覚えた 
違う 違った，異なった 面白い 面白かった，おもしろい 
変る 変える，変えて  
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